
淡路島、小豆島　四国へ

（１日目）
羽田から空路　大阪伊丹空港へ（久しぶりの空港で懐かしい・・・）
神戸異人館などお洒落な街を自由散策。
お昼過ぎバスで明石海峡大橋（世界最大級の橋）を通って淡路島へ
淡路ハイウエイオアシスに寄ったり、あわじ花さじきというところで季節の
お花を観賞　その後ホテルに到着
ホテルで夕食後は海ほたるの鑑賞らしい。初めてでどのようなものか全く知らなかったのですが、とにかく小型バスで海岸べりに到着。（なんで海だろうな～と思いながら）
そこではおじさんたちの説明でほたるの様に光るものを見た。とにかく一瞬で消えるのです。（説明は難しい・・・）
簡単にいえば海ほたるとは甲殻類に属し、体長3～3.5位で夜行性で青く発光する米粒のような姿をしているらしい。昼間は海底の砂中で生活し夜間に遊泳して捕食や交配を行う。
いつでも見られるものではないらしいのでラッキ－だった。
貴重な経験をさせてもらった。

（２日目）
渦上４５ｍの渦の道（大鳴門橋の橋桁空間に設置された海の上の遊歩道））で世界三大うず潮の一つ鳴門の渦潮を見学。大潮ではなかったので凄く大きな渦は見られなかったものの、それなりのものは見られました。
その後大鳴門橋を渡って四国高松港へ
瀬戸内海をクル－ジングして小豆島へ（土庄港）
ここでは映画岬の分校場として二十四の瞳の舞台となった田浦分校（絵やオルガンは当時のまま残っていました）
映画村も見学
次に切り立った岸壁の中をロ－プウエイで寒霞渓へ（日本三大渓谷美と言われる）
頂上からは瀬戸内海が一望出来ました。
紅葉の季節は特に素晴らしいとのこと。季節が違い残念
次に日本のオリ－ブの発祥地小豆島オリ－ブ公園に行く。
オリ－ブ製品がいっぱい並べられていた。
今日は小豆島温泉郷に宿泊　夕食迄時間があったので、ガイドさんに勧められ
エンゼルロ－ド迄行ってみる。
エンゼルロ－ドとは小豆島にある砂洲である。
天使の散歩道とも呼ばれ潮の干満により道が現われたり海に消えたりする。
一日に２回干潮の時のみ渡ることが出来る。
幸い私達が行った時間は丁度干潮時だったので行き来でき島の奥まで行くことが出来ました。とても素敵な場所でした。

（３日目）
朝土庄港近くにある二十四の瞳平和の群像を見る。近くにカドヤのゴマ油の工場があるらしくゴマ油のいい香りが漂ってきます。
土庄港から瀬戸内海を渡り新岡山港へ
以前からずっと憧れていた倉敷へやっと来ました。
まずは予約していた「返し寿司」で昼食　本当に美味しかった。
返し寿司とは備前岡山藩主池田光政は「食膳は一汁一菜」という質素倹約奨励しました。
しかし人々は一見すると玉子のみの寿司ですが箱ごとひっくり返すと豪華な寿司が現われる返し寿司を考案これに汁を添えて体裁だけは一汁一菜としたのです。
「返し寿司」や「隠し寿司」とも言われているそうです。
食事の後はこれまた念願の大原美術館へ　絵等じっくり鑑賞
後は出発時間まで白壁の美しい町並みが残る倉敷美観地区を散策　タイムスリップしたようでした。
倉敷の後は岡山後楽園へ（日本三大名園のひとつ）後楽園は岡山藩主のものでしたが
その後岡山県に譲渡され一般公開が始まった様です。
今回の旅は倉敷以外どこも何度か訪れた事があった場所でしたが、又新たな気持ちで
楽しめました。
伊丹から20時20分発の飛行機で羽田着21時35分で無事帰って来ました。





